
岩
中
尉
盛
中
の
ラ
グ
ビ
ー
職

‐
純
潔
な
精
一
を
４
命
に
職
ふ
穴
岩
中
軍
大
診
す

月
は
二
高
軍
の
Ｉ
Ｉ
チ
七
受
け

脂
・
ぎ
つ
て
ゐ
る
昼
中
に
對
し
如

¥
:
Q
'r
‐
&
;
‘
敬
ｌ
す
る
の
か
他
校

函
し
た
の
で
あ
つ
‘
一
に
。

恚
に
檀
の
ユ
‘
「
フ
オ
ー
ム
は
岩

中
フ
ベ
７
テ
づ
Ｉ
ｙ
、
緑
に
海

老
茶
は
昼
中
チ
ー
ム
で
あ
る
。

こ
の
二
色
が
・
入
’
９
竟
れ
柾
丿
気

れ
淡
絹
色
の
昼
中
フ
ヰ
ー
声
ド

で
活
躍
す
る
の
で
あ
つ
・
冗
。

や
が
て
軽
快
な
ウ
ー
オ
ー
ム
、
ア

７
ブ
が
終
り
カ

ノ
ｙ
り
バ
ス
の
失
ま
く
Ｉ
か
ら
た

び
Ｉ
？
ぴ
好
機
を
逸
す
る
ｏ

二
十
五
ヤ
ー
ド
に
密
集
が
移
っ

て
ゆ
く
時
に
…
打
甲
球
４
’
４
’

‘
Ｍ

田
、
川
畑
、
川
村
見
琳
・
ｔ
パ
ヌ
で

ウ
ー
ｉ
ｙ
グ
の
桐
野
は
廿
五
ヤ
ー

ド
突
破
し
た
が
ゴ
ー
片
前
で
猛

烈
な
タ
ッ
タ
．
ル
に
逢
ひ
″
Ｉ
ズ

と
な
る
、
岩
中
よ
く
ヒ
ー
タ
・
ア

ウ
ト
し
松
浦
ノ
ー
・
ｔ
ｌ
タ
で

址
初
・
り
ｉ
・
フ
イ
・
ｙ
・
す
４
’

ｊ
ｌ

は
ど
Ｑ

４
'
Ｑ

･
５
!
‐
ｉ
２‘
Ｍ
Ｑ

ｐ

ｏ

の
や
５
な
拍
手
が
ア
ヰ
ｉ
ｙ
ド

ジ
ー
包
り
…
…
…

丁
度
午
後
二
時
十
分
ホ
イ
ツ
Ｊ

″
が
朗
ら
か
に
恋
‐
写
に
尉
い
　
（
ゴ
ー
″
成
ら
ず
）
七
分
盛
・
…
…
‐

か
、
レ
エ
フ
リ
ー
は
池
田
氏
タ
　
は
ゝ
岩
申
‘
ｒ
二
十
五
ヤ
ー
ド
、

ッ
チ
ジ
ヤ
ッ
チ
に
は
岩
中
か
ら
乙
二
回
々
－
ド
遊
の
タ
ッ
チ
に
屡

宇
都
宮
君
昼
中
か
ら
川
遊
君
が
ご
し
か
が
岩
中
が
λ
ぱ
っ
て
ヽ

4
y
E
Q
y
.
‐
‐
‐
‘
（
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F
‐
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￥
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‐
E
‐
‘
E
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保
ま
で
盛
’
９
返

岩
申
は
栴
律
の
低
く
屁
賦
・
り
キ
　
ず
岩
中
;
ｚ
｡
．

．
?
;
政
’
ｒ
あ
た
か
ｔ

ッ
タ
オ
フ
に
右
Ｓ
＆
ｉ
‘
’

９
鼠
の
や
５
に
吹
丿
蜷
っ
て
・
守
勢

ψ
ド
・
ｗ
高
橋
・
り
側
か
ら
攻
撃
か
ら
攻
勢
に
瞬
く
内
に
・
斡
じ
ｔ

を
開
始
し
力
．
　
　
　
　
　
　
　
し
唸
り
々
‥
盛
中
は
味
方
の
二

昼
中
Ｆ
・
Ｗ
の
急
激
な
ｔ
ヌ
ド
十
五
ヤ
ー
ド
内
に
侵
入
し
ず
こ
Ｑ

孔
フ
片
で
中
央
近
く
攻
め
入
り
・
る
岩
中
に
刄
向
ふ
瑞
苦
戦
又
苦

ｔ
摩
た
が
條
中
７
オ
ー
ワ
ー
ド
賊
し
で
む
る
５
ふ
球
は
再
ぴ
岩

・
・
や
９
タ
ー
４
ト
’
”
ｄ
ｌ
ｄ
ｇ
ｉ

４
Ｊ
Ｑ

｛
｝
．
２
Ｅ
Ｑ
ｉ
離
｀
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深
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し
て
ま
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4
中
球
を
得
Ｔ
・
Ｂ
の
　
り
て
ゐ
芯
Ｔ
・
Ｂ
に
攻
撃
が
’
フ

攻
撃
に
・
入
り
・
か
が
藤
原
タ
ッ
タ
　
っ
る
母
屋
、
川
畑
・
こ
渡
り
ず
こ
孜
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既
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分
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込
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球
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μ
Ｉ
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と
特
意
の
Ｆ

Ｃ

：
４
’
ｘ
ｋ
９
中

な
？
迄
祷
慢
Ｉ
ド
ｙ
プ
″
で
盛
央
深
く
前
進
し
″
’
ズ
か
ら
出

中
陣
に
流
れ
て
い
っ
た
．
岩
中
・
た
、
球
を
柳
洋
具
直
に
据
・
甲
陣

訓
子
よ
く
球
を
味
方
に
ヒ
ー
″
深
く
蹴
込
み
二
十
五
ヤ
ー
ド
前

・
ア
ー
７
ト
し
て
い
た
が
し
ツ
(
Ｑ
Ｉ
Ｊ
‐
Ｘ

Ｋ
４
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４
４
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職
‐
況
細
胞
を
幾
ら
か
吟
味
し
た
譚
で
ず
・
か
ら
Ｉ
御
蔵
傾
下
さ
い
。

十
一
月
三
十
Ｈ
岩
中
昼
中
相
倉
‐
‐
試
合
の
全
く
未
知
の
岩
中
の
ブ

す
る
耳
’
珍
し
く
貳
察
に
片
雲
　
レ
々
！
の
力
は
果
し
て
ど
の
程

だ
に
見
な
い
快
晴
の
日
で
あ
り
　
度
の
Ｉ
ｓ
‥
の
で
あ
・
る
か
試
八
日
前
の
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話

力
相
桔
抗
し
で
ゐ
る
岩
中
値
中
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意
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賊
と
熱
と
力
と
が
こ
め
ら
れ
一
若
き
母
校
の
名
侭
の
認
に
Ｈ
純

て
ゐ
る
意
義
あ
る
此
の
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抗
笛
‐
‐
‐
‐
一
潔
々
精
S
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￥
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｡
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畿
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熟
狂
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硯
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を
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‐
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を
築
か
な
け
れ
ぱ
な
・
ら
な

て
ゐ
る
の
だ
’
つ
カ
。
　
　
　
　
Ｓ
。
・
Ｆ
－
－
こ
５
し
た
我
が
岩
中
・

今
春
は
愕
・
Ｗ
チ
ー
ム
む
破
・
‐
”
先
一
十
五
人
の
・
フ
。
ガ
ー
は
威
激
と
緊

張
．
こ
沈
訟
と
に
一
涵
ち
穴
牝
風
の

カ
だ
中
に
起
り
で
・
死
λ
で
・
―
勝

た
な
け
れ
ぱ
な
ら
ｋ
‘

Ｓ
Ｓ
'
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度
繰
返
し
で
か
ら
ｙ
ｌ
ズ
に
岩

中
よ
く
球
を
ヒ
ー
ｙ
・
ア
ウ
ト

し
右
か
ら
左
に
Ｔ
・
Ｂ
泰
部
の

見
事
な
パ
ス
で
最
後
の
桐
野
左

備
が
こ
く
固
い
と
見
て
取
っ
た
毎
る
プ
ｙ
イ
を
見
せ
ず
£
る
に
一
ぴ
な
が
ら
雄
々
し
い
ゲ
ー
ム
蚕

の
で
戦
法
を
ブ
ラ
河
ｙ
ト
を
突
一
反
し
昼
中
や
や
島
す
れ
ば
・
フ
が

二
六
十
分
間
見
物
し
た
雨
校
嘸
撹

く
と
い
ふ
極
め
て
平
凡
と
云
ふ
ど
！
精
紳
に
反
す
る
か
の
様
に
一
同
は
昭
和
四
牟
十
一
月
三
十
日

べ
さ
か
、
ノ
ウ
・
ｙ
Ｉ
ク
と
熹
思
は
れ
る
無
尽
あ
り
か
。
タ
大
岩
中
盛
中
尉
抗
’
フ
グ
ビ
ー
諮
一

隅
に
飛
び
込
ん
で
叉
ト
ラ
古
つ
て
ゴ
ー
こ
巨
下
に
後
半
鏡
や
ム
ア
ツ
プ
直
前
中
央
タ
ー
ズ
か

　
（
ゴ
ー
″
成
ら
ず
）
二
十
分
中
・
の
ト
ラ
イ
し
た
、
フ
ア
イ
ｙ
ｙ
ら
ヒ
ー
片
ア
・
７
ト
さ
れ
た
球

央
線
上
両
軍
猛
烈
な
キ
ッ
ク
戦
プ
レ
！
あ
り
、
（
ゴ
ー
ｙ
成
ら
一
は
鐙
に
岩
中
の
得
る
所
と
な
つ

と
な
・
９
、
互
に
陣
深
く
キ
ツ
こ
す
）
血
九
分
昼
中
父
盛
八
に
湯
玉
、
太
田
、
藤
原
と
渡
１
脇
原

３
れ
心
胆
を
察
か
ら
し
め
混
戦
ふ
キ
ッ
'
Ｋ
４
ｆ
Ｑ

ｙ
岩
申
の
バ
　
よ
ろ
め
３
な
が
ら
川
畑
ヘ
パ
ス

叉
混
哉
か
う
し
て
ゐ
る
内
に
〃

Ｉ
フ
・
タ
イ
ム
と
な
る
ｎ
〔
９
－

ツ
ク
を
衝
き
或
は
タ
ヅ
チ
ヘ
出
Ｊ
Ｒ

ｇ
Ｒ
７
２
Ｓ
Ｈ
Ｘ
プ
ダ
し
廿

回
戦
の
結
果
が
明
か
に
決
定
３

れ
た
こ
と
を
知
つ
た
で
あ
ら

５
（
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汗
恥
・
握
り
呼
吸
っ
く
ひ
ま
馬
な

か
っ
た
緊
張
は
俄
か
に
緩
み
試

合
に
奮
し
た
人
々
の
顔
は
冷
い

し
て
堂
々
強
襲
す
る
に
反
し
岩
五
ャ
ー
ド
内
の
ｙ
Ｉ
ズ
と
な
６
二
夕
風
を
は
じ
め
て
成
じ
た
の
で

Ｏ
〕
の
ヌ
’
Ｉ
ア
で
前
半
岩
中
一
中
軍
少
し
疲
努
を
畳
仝
茫
悠
然
盛
中
陣
廿
五
ヤ
ー
ド
線
上
に
混

リ
ー
ド
す
ｏ

後
半
は
前
半
と
逞
つ
で
奮
起
し

た
昼
中
Ｆ
・
Ｗ
は
匯
然
と
強
く
、

つ
た
が
、
奮
然
ｙ
読
後
の
總
攻
覗
を
禎
け
て
ゐ
た
が
昼
中
菊
池

あ
り
か
。
雨
校
の
戦
士
は
か
く

會
し
か
く
別
れ
穴
無
残
の
敗
北

敲
７
ど
問
始
し
バ
ヅ
ク
メ
ン
は
球
心
好
キ
ッ
ク
で
中
央
に
浪
岡
が
一
を
招
い
だ
昼
中
チ
ー
ム
は
何
百

4
’
4K
Q
t
5
t
nx
’
.＆
昼
ん
う
つ
６
共
後
附
軍
、
浪
線
に
異
ド
團
授
團
の
歌
ふ
校
歌
の
中
に

岩
中
は
二
十
五
ャ
ー
ド
内
に
屡
ご
上
げ
恪
中
の
Ｊ
ツ
ク
を
抵
凱
歌
な
く
池
田
氏
の
終
戦
そ
告
げ
ｊ
ｇ
２
Ｑ
ｔ
ｊ
ｇ
Ｑ
ｋ
Ｃ

ｋ
ｏ
ｔ
Ｑ

泊
遥
れ
、
味
方
の
右
隅
で
キ
ャ

リ
ー
・
バ
ッ
ク
と
な
・
り
タ
イ
ト

よ
’
り
昼
中
ヒ
ｒ
声
・
ア
ウ
ト
し

我
は
之
を
つ
ぶ
し
チ
ャ
ン
ス
を

得
て
中
央
ま
で
攻
め
た
が
ｙ
ｌ

ズ
と
な
・
９
敵
は
ヒ
ー
声
ア
ク
ト

し
、
敞
の
Ｔ
・
Ｂ
・
の
セ
ン
タ
ー

が
草
掲
で
オ
ー
プ
ン
ド
リ
ブ
声

に
我
が
Ｔ
・
Ｂ
線
を
突
破
し
て

右
に
最
初
の
ト
ラ
イ
を
な
す
。

乙
の
攻
撃
法
は
む
し
ろ
冒
険
で

も
つ
か
。

　
（
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ー
声
成
ら
ず
）
五
分
中
央

線
ｙ
挟
ん
で
緩
慢
な
ト
リ
プ
タ

で
一
進
一
退
し
て
ゐ
た
が
盛
中

陣
十
ヤ
ー
ド
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ラ
イ
ン
左
で
タ
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ト
・
ス
ク
ラ
ム
と
な
’
９
岩
中

球
を
得
、
坂
本
ユ
で
フ
ベ
の
右

を
廻
‘
り
昼
中
の
左
翼
を
突
破
せ

ん
と
し
た
が
昼
中
其
方
面
の
防

さ
す
戦
法
を
も
り
て
攻
防
を
紹
る
ホ
４
ツ
ヌ
″
は
黄
作
り
惑
に

け
て
ゐ
ろ
内
血
二
十
分
賤
闘
は

辱
い
た
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恪
中
陣
廿
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ャ
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し
キ
ー
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め
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弊

か
ら
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と
な
っ
て
ゴ
ー
″
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乾
ら
し
鈍
い
初
祭
の
・
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を
詐

前
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行
く
時
昼
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‐
‐
‐
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ウ
ト
し
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プ
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で
岩
中
の
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Ｂ
‐
‐
‐
‐

線
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突
破
せ
ん
と
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ス
を
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れ
．
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子
球
か
こ
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し
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ト
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河
す
、
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″
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廿
三
分
昼
中
も
最
後
の
總
攻

墾
の
火
蓋
を
切
６
猛
烈
な
ト
犬
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で
攻
撃
す
る
に
對
し
岩
中

巧
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オ
ー
プ
ｙ
プ
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盛
６
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と
し
て
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央
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て
砲
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て
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る
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分
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Ｆ
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左
我
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